
ライティング防災アラートシステムとは、水の手橋の手すりなどに変色可能な LED（発光ダイオード）照明を
設置し、球磨川の氾濫危険度を照明色の変化で視覚的にお知らせし、早めの避難行動を促すものです。人吉市復興
計画（第１期）の取り組みの一つとして４月中旬からの本格運用を予定しています。
　緊急時に川や橋を直接見に行くことは避け、18 ページに掲載している「防災ポータルサイト」や河川カメラな
どで確認し、適切な避難行動をとってください。

【緊急時の運用】

通常時は、防犯対策や観光資源として活用し、それらにふさわしい落ち着いた電球色で運用します。現在、
観光面の特別色も検討しています。

　令和２年７月豪雨以降、球磨川の氾濫注意水位などの基準水位は引き下げられ
ていて、当分の間は引き下げた水位（暫定水位）で変色します。

※写真はイメージです。

防災ポータルサイトについて　市防災課（☎２２－２１１１　内線３３７２）
ライティング防災アラートについて　市防災課、市情報政策課（☎２２－２１１１　内線２３０７）
観光色について　市商工観光課（☎２２－２１１１　内線５１３１）

危険レベル③
（赤点滅）

危険レベル②
（赤色）

危険レベル①
（白色）

（電球色）

氾濫危険水位＝ 3.40㍍

避難判断水位＝ 3.20㍍

氾濫注意水位＝ 3.00㍍

水防団待機水位＝ 2.00㍍

計画高水位＝ 4.07㍍

基準水位 暫定水位危険レベル（水の手橋の色）

のり崩れ、洗掘、漏水など災
害が発生する危険性があり、
水防団が河川の警戒にあたる
水位

市長による避難勧告などの発
令判断の目安で、市民の避難
判断の参考になる水位

洪水・氾濫などで重大な災害
が起こるおそれがある水位

問合せ

⇒ 3.20㍍

⇒ 3.00㍍

⇒ 2.00㍍

⇒ 1.50㍍水防団待機水位＝ 2.00㍍

水防団が水防活動の準備を始
める目安となる水位

球磨川の氾濫危険度を知らせる仕組みが増えました

安全・安心なまちづくりに向けて

～ライティング防災アラートシステム～
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